
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章立て 内容（文化庁指針より要約） 

序章 

1,本計画作成の背景と目的・位置づけ・計画期間 

2.本計画の進捗管理と自己評価の方法 

3.本計画における文化財の定義 

第１章 市町村の概要 自然・地理的環境 /社会的背景・歴史的背景 

第２章 市区町村の文化財の概要と特徴 指定・未指定文化財の概要と特徴  

第３章 市区町村の歴史文化の特徴 地区ごと・市区町村全体の特徴 

第４章 美濃加茂市の保存と活用の方向性 市区町村の文化財の保存と活用の方向性 

第５章 文化財の把握調査 文化財の把握調査の概要 、調査の課題・方針・措置 

第６章 文化財の保存・活用に関する課題・方針 文化財の保存と活用に関する課題・方針・措置 

第７章 文化財の一体的・総合的な保存と活用 関連文化財群・文化財保存活用地域 

第８章 文化財の保存・活用の推進体制 文化財の防災・防犯に関する課題・方針・措置 

 第２期計画は五年後の「文化財保存活用地域計画」への認定を目指して章構成は文化庁指針に倣って作成する。 

【文化財保存活用地域計画の章構成（文化庁指針による一例）】 

文 化 財 保 護 審 議 会

令 和 ５ 年 度 第 ２ 回 会 議

令 和 ５ 年 1 0 月 1 9 日
協議事項 （２） 第２期西東京市文化財保存・活用計画の取り組み状況について 



●本計画策定の背景と目的

［西東京市文化財保存・活用計画の基本的な考え方］

〇第１期西東京市文化財保存・活用計画（歴史文化基本構想として策定）

〇第２期西東京市文化財保存・活用計画として見直し

「文化財保存活用地域計画」と整合を図るこ
とが推奨されている東京都の「文化財保存活
用大綱」が未策定（令和5年時点）のため、
東京都の大綱の策定を待ってから、「文化財
保存活用地域計画」の策定を目指したい。

西東京市文化財保存・活用計画で目指す将来像（第１期策定時）

策定から
８年が経過

縄文から未来につなぐ文化財 守り育む、ふるさと西東京

H27

H30

第２期策定の方向性

〇社会情勢の変化

〇法整備の変化

〇地域博物館設立に向けた意識醸成

〇第１期からの取組の評価/課題

市民主体で、保存し活用する次世代へ繋ぐ計画（実施プログラム）へ

Key Word :世代を超えた継承（若者参画）/市民主体/地域博物館

●第１期⇒第２期で変更/修正を行う箇所

文 化 財 保 護 審 議 会
令和５年度第２回会議
令 和 ５ 年 1 0 月 1 9 日



［本市で目指す文化財の保存と活用の方向性について］ー本計画で目指す将来像ー

●行政計画との関係性

［上位・関連計画との位置づけ］

第２期西東京市文化財保存・活用計画

文化財保護法

博物館法

［関連計画］
・「史跡下野谷遺跡保存活用計画

（平成30年度～）」
・「史跡下野谷遺跡整備基本計画

（平成31年度～）
・「文化芸術振興計画」
・「都市計画マスタープラン」
・「みどりの基本計画」
・「環境基本計画」 など

準拠
反映

反映

連携・整合

西東京市第３次基本構想・基本計画（策定中）

反映

西東京市文化財保存活用地域計画

「東京都文化財保存活用大綱」（現状未策定）

●本計画で扱う文化財（第１期計画より）

［文化財の考え方（仮）］ ［文化財の要素イメージ（第１期計画より）］

●本計画で扱う指定文化財（第１期計画に加筆 ）

●未指定文化財の把握状況
古文書調査『保谷史料所在目録』（昭和59年３月）

『蓮見家文書目録』（昭和59年3月）
『下田家文書目録』（平成２年１月）

石造物調査『保谷の石仏と石塔一・二』（昭和56年5月・59年6月）
『田無市の文化財』（平成11年3月）

民俗調査 『上保谷の民俗』（昭和58年3月）『下保谷の民俗』（昭和61年3月）
『保谷市の祭囃子（上）（下）』（昭和61・61年3月）
『田無のむかし話』（昭和50～56年）

歴史的建造物調査（平成23～25年度）

区分 名称
史跡 玉川上水
史跡 下野谷遺跡
名勝 小金井（サクラ）

区分 名称

1 田無神社本殿・拝殿

区分 名称

第１号 石幢六角地蔵尊

第２号 田無ばやし

第３号 延慶の板碑

第４号 稗倉

第５号 下田家文書（公用分例略記）

第６号 北芝久保庚申塔

第７号 養老田碑

第８号 養老畑碑

第９号 下田半兵衛富宅の木像

第１０号 獅子頭(雄獅子・雌獅子)

第１１号 高札(火付ケ御文言高札)

第１２号 人馬賃銭御定メ掛札

第１３号 韮山笠

第１４号 十王堂一宇建立の碑

第１５号 玉井寛海法士の墓

第１６号 撃剣家並木先生の墓

第１７号 南芝久保庚申塔

第１８号 地租改正絵図

第１９号 文化九年検地図

第２０号 文字庚申塔

第２１号 招魂塔

第２２号 六角地蔵石幢

第２３号 赤面金剛庚申像

第２４号 又六石仏群

第２５号 田無村卸検地帳

区分 名称
第２５号田無村御検地帳
第２６号真誠学舎関係文書
第２７号尉殿大権現 神号額
第２８号柳沢庚申塔
第２９号旧下田名主役宅
第３０号木彫彩色三十番神神像
第３１号木彫彩色倶利迦羅不動明王像
第３２号石製尾張藩鷹場標杭
第３３号總持寺のケヤキ
第３４号田無神社のイチョウ
第３５号水子地蔵菩薩立像
第３６号西浦地蔵尊
第３７号六地蔵菩薩立像
第３８号榛名大権現石造物群
第３９号石燈籠一対
第４０号奉納絵馬群
第４１号一文銭向い目絵馬二枚
第４２号菅原道真石像
第４３号観音寺の宝篋印塔
第４４号馬駈け市大絵馬
第４５号氏子中奉納題目塔二基
第４６号保谷囃子
第４７号岩船地蔵尊
第４８号蓮見家文書
第４９号幕末の洋式小銃
第５０号天神社拝殿

国指定文化財

都指定文化財

国登録文化財

市指定文化財 市指定文化財

区分 名称
1 田無神社参集殿
2 小宮家住宅主屋
3 高橋家住宅主屋
4 高橋家住宅土蔵
5 高橋家住宅衣装蔵
6 高橋家住宅納屋
7 高橋家住宅表門
8 下田家住宅主屋
9 下田家住宅文庫蔵

『
保
谷
市
史
』
昭
和
61
～
平
成
元
年

『
田
無
市
史
』
平
成
３
～
７
年

西東京市教育計画（策定中）

反映

文化芸術基本法

反映

天神社拝殿



緊急の課題 当面の課題 将来の課題

・文化財専門職員の採用と育成

・職員体制の充実

（雇用条件の見直しも含む）

・文化財保護体制の充実

 （学芸員の複数配置など）
・文化財保護体制の拡充

・ガイダンス施設の設置

   下野谷遺跡の管理・活用のため

   の施設が至急、整備地の近隣地

   に必須

・整備地の充実

・地域博物館準備室の設置など具体的

な推進

・博物館の設置

  例：地域博物館・総合歴史博物館

    縄文博物館

    市民と一体となる博物館

    図書館と一体化した施設など

・整備地の充実

・石神井川の景観整備

・博物館など施設の充実

保存

・登録文化財制度の制定と運用

・周知されていない遺跡の把握

・文化財案内板の設置

  例：玉川上水・小金井サクラ

・無形文化財の記録保存と後継者育成

・新しい文化財の掘り起こし

・下野谷遺跡の保存の充実

・無形・有形文化財の継承

・アーカイブ（デジタルを含む）

・新しい文化財の掘り起こし

活用

・研究と市民への広報を併せた企画

  例：環状集落サミット

・他の自治体と連携した企画

  例：こどもサミットやこども留学

・市史編纂準備室の設置

 →庁内で統一した意識をもって至急

すすめる。

・市民主体の文化講座の開設

・市政３０周年などの記念事業として

『西東京市史』の刊行

文化財保護の課題  （下線部は前々回のご意見を反映し修正  ）

体制

施設

・設備

保護

・市民協働の文化財保護

・文化財ファンを増やすことによる文化財保護

・まちづくりの視点を入れた文化財保護の推進

  例：・田無・保谷の文化が身近に気軽

    に感じられる空間づくり

    ・西東京市を「ふるさと」として子

    どもたちが歴史や文化財に愛着を持

    ち、住みたい街となること。

 

文 化 財 保 護 審 議 会

令和５年度第２回会議

令 和 ５ 年 1 0 月 1 9 日
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